
 

発     言     通     告     書 

    令和 8年 9月 9日 

松山市議会議長 大 塚 啓 史 殿   

  松山市議会議員 谷 田   吏  

次のとおり通告します。    

発言順位 １４ 受領日時 9月 9日 午前・午後 5時 10分 1 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 30 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 災害時における民泊等の民間宿泊 （１）本市における民間宿泊施設等での避難者受入れについて、施設 

 施設を活用した避難や生活の支援  の被災状況や受入れ可能人数の確認、受入れ要請等の体制を問う。 

 体制について （２）能登半島地震や熊本地震の事例を踏まえ、災害時に民泊を活用 

   することへの認識を問う。 

  （３）指定避難所での集団生活に配慮を必要とする方に対し、民間宿泊 

   施設等を含めた避難先を選択できる体制の検討について問う。 

  （４）学校避難所の縮小・再編時に、民間宿泊施設等を活用した小規 

   模・分散型の一時的な生活の場を確保することについて問う。 

  （５）避難者と民間宿泊施設等のマッチング、手続支援、移動及び関係 

   機関の役割分担を整理し、平時から連携することについて問う。 

  （６）平時から管理・活用されている空き家を、災害時の一時的な住まい 

   として活用することについて問う。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 


